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研究成果の概要（和文）：中米メソアメリカを代表するマヤ文明とテオティワカン文明、メソアメリカ南東部、
中央アメリカ南部という中米の諸文明と文化の考古学調査の成果を比較研究し、精密な編年をもとにメソアメリ
カ文明の詳細な社会変動に関する通時的データを提供・分析した。先古典期マヤ文明、メキシコ中央高原やメソ
アメリカ南東部では、文字よりもむしろ公共建築が「見る」人々を突き動かし、より巨大な公共建築を建造して
社会を動かす仕組みとして重要な役割を担った。マヤ低地やメソアメリカ南東部では、古典期にはより独占的・
排他的なイデオロギーに変遷した。中央アメリカ南部の首長制社会では、文字は使われず、大規模な公共建築は
建造されなかった。

研究成果の概要（英文）：We carried out comparative studies on the results of archaeological 
investigations on Maya civilization, Teotihuacan, Southeast Mesoamerica and Lower Central America in
 order to provide and analyze diachronic data on social changes in Mesoamerica based on a refined 
chronology. In such societies as the Preclassic Maya, Central Mexico and Southeast Mesoamerica, 
public architectures played a more important role to mobilize societies than writing. In Maya 
Lowlands and Southeast Mesoamerica, more exclusive ideology developed during the Classic period. In 
Lower Central America, there was no wiring and big public architectures were never built.

研究分野：人類学としてのマヤ文明学・比較文明論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
最近のメソアメリカ考古学研究は、地域・時代毎に専門化・細分化され、地域史を解明する方向に向かってい
る。国内外においてメソアメリカの比較文明研究はほとんど全く行われていない。本研究は、古代アメリカの比
較文明論の文脈の中で中米各地の地域・時代毎の特性や社会変動を通時的に比較研究する我が国初の研究であ
り、世界的にも未発達な当該研究分野に大きく貢献することが期待される。世界的に稀な一次文明であったメソ
アメリカ文明の研究は、メソアメリカの諸社会についてだけでなく、人類の文明の起源と形成を知る上で極めて
重要な位置を占める。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
中米考古学は地域・時代毎に専門化・細分化されているので研究者間の交流がほとんどない。本
研究は、古代アメリカの比較文明論の文脈の中で中米各地の地域・時代毎の特性やその変化を通時
的に比較研究する我が国初の研究であり、世界的にも未発達な当該研究分野に大きく貢献することが
期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究は、中米メソアメリカを代表するマヤ文明とテオティワカン文明、メソアメリカ南東部、中央アメ
リカ南部という中米の諸文明と文化の考古学調査の成果を比較研究し、メソアメリカ文明の盛衰に関す
る基礎的かつ実証的な通時的データを提供・分析する。 

 
３．研究の方法 
メソアメリカ文明の通時的な考古学データと環境史と照らし合わせて分析すると共に、人口増加、戦
争、経済、イデオロギー等の側面からも、メソアメリカ文明がいつ、なぜ、どのように盛衰したのかを実
証的に検証し、アンデス文明と比較考察する。植民地時代から現代までのメソアメリカの先住民文化の
研究から、メソアメリカ文明の長期的な変化と継続性に関する考察を深める。 

 
４．研究成果 
先古典期マヤ文明、メキシコ中央高原やメソアメリカ南東部では、文字よりもむしろ公共建築が「見
る」人々を突き動かし、より巨大な公共建築を建造して社会を動かす仕組みとして重要な役割を担った。
マヤ低地やメソアメリカ南東部では、先古典期には主に社会の紐帯を促したイデオロギー操作が、古
典期にはより独占的・排他的なイデオロギーに変遷した。古典期マヤ文明では、「見る」人々を突き動
かした公共建築に加えて、王や王朝といった特定の個人・集団の利益を優先させる目的で「語り」を物
質化した文字が社会を動かす仕組みを提供して王権を強化した。石碑や神殿ピラミッドには文字だけ
でなく、王など特定個人の図像が刻まれ、他の支配層や民衆に誇示して「見せる」効果が発揮された。
メキシコ中央高原では、ピラミッドは特定の個人のためではなく、公共性が強かった。支配層は「語り」
よりも「見せる」行為、つまり神々と交信する儀礼空間の視認性と大衆性により重点を置いた。中央アメ
リカ南部の首長制社会では、文字は使われず、首長自らの権威と権力の正統性を「見せる」大規模な
公共建築は建造されなかった。 
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